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審議を終え、町長に答申書を

手渡す久保田会長

二
十
一
世
紀
ま
で
あ
と
わ
ず
か
十
五
年
－
。
水
巻
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
特
色
を
さ
ら
に
伸
ば
し

て
、
二
〇
〇
一
年
を
迎
え
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
町
づ
く
り
を
と
『
明
る
く
健
康
な
、
う
る

お
い
の
あ
る
町
』
を
全
体
像
に
描
い
た
〝
新
し
い
水
巻
町
総
合
計
画
″
が
、
町
議
会
三
月
定
例
会

で
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
総
合
計
画
は
、
快
適
な
生
活
環
境
の
整
備
、
子
供
や
高
齢
者
及
び
体
の

不
自
由
な
人
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
ゆ
き
と
ど
く
制
度
の
確
立
、
さ
ら
に
心
を
豊
か
に
生
活
に
潤
い
を

も
た
ら
す
文
化
の
創
造
を
醸
成
す
る
な
ど
、
文
化
活
動
や
地
域
活
動
を
推
進
し
、
住
民
み
ず
か
ら

が
棟
極
的
に
参
加
し
た
快
適
な
住
宅
都
市
づ
く
り
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

四
月
二
十
五
日
号
か
ら
数
回
に
わ
た
っ
て
こ
の
新
し
い
総
合
計
画
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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が決まりました

目
標
は
昭

和

7

5

年

こ
の
計
画
は
、
昭
和
六
十
一
年
か
ら
七
十

五
年
の
十
五
年
間
に
わ
た
る
ま
ち
つ
く
り
の

方
向
を
示
し
た
も
の
で
す
。

昨
年
ま
で
は
、
昭
和
四
十
七
年
に
策
定
し

た
町
縫
合
開
発
計
画
に
基
づ
き
、
ま
ち
つ
く

り
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
日
本

炭
鉱
閉
山
に
よ
る
荒
廃
し
た
町
の
将
来
を
北

九
州
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
位
置
つ
け
、
施

設
整
備
を
進
め
、
大
半
の
目
標
を
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
近
年
、
高
齢
化
・
情

報
化
社
会
の
到
来
、
住
民
意
識
の
多
様
化
な

ど
行
政
需
要
は
質
・
量
と
も
に
大
き
な
変
化

を
生
じ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
大
き
な
変
化
に
対
応
し
、

私
た
ち
の
ま
ち
．
水
巻
■
を
、
さ
ら
に
発
展

さ
せ
る
た
め
の
最
期
的
視
点
に
立
っ
た
ま
ち

つ
く
り
の
指
針
が
必
要
で
す
。

こ
の
計
画
は
、
町
の
将
来
像
と
そ
の
実
現

（
′

の
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
を
定
め
た
「
基

本
構
想
」
と
、
そ
れ
を
具
体
化
す
る
た
め
主

要
施
策
を
定
め
た
「
基
本
計
画
」
か
ら
成
っ

て
い
ま
す
。

昭
和
7
5
年
の
人
口

3
万
8
千
人
を
予
想

基
礎
指
標
と
し
て
、
人
口
の
推
計
に
つ
い

て
は
、
盾
和
七
十
五
年
で
三
万
八
千
人
に
想

定
し
ま
し
た
。

こ
の
数
値
は
、
町
の
人
口
が
詔
和
五
十
年

か
ら
微
増
の
傾
向
を
示
し
て
お
の
へ
今
後
と

も
、
こ
の
傾
向
を
た
ど
る
も
の
と
推
定
さ
れ

十
五
年
間
に
約
八
千
人
の
増
加
が
予
横
さ
れ

る
と
患
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
人
口
に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合
が

一
段
と
進
む
も
の
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
高

齢
化
社
会
へ
の
適
切
な
対
応
が
必
要
で
す
。

そ
の
他
、
昭
和
六
十
年
度
の
経
済
成
長
率

は
年
四
雲
冒
、
今
後
も
安
定
的
に
推
移
す

る
も
の
と
予
想
さ
れ
、
産
業
構
造
は
、
第
一

次
産
業
の
就
業
人
口
は
減
少
し
、
第
二
次
、

第
三
次
産
業
の
就
業
人
口
は
や
や
増
加
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

土
地
利
用
計
画
の
見
通
し
で
は
、
北
部
地

区
は
、
道
路
や
公
共
施
設
の
整
備
に
伴
う
住

宅
開
発
及
び
再
開
発
を
行
な
い
人
口
約
二
万

一
千
八
百
人
を
見
込
み
ま
す
。
南
部
地
区
は

計
画
的
な
住
宅
建
設
の
促
進
を
図
り
人
口
約

一
万
六
千
二
百
人
を
見
込
み
ま
す
。

農
業
は
、
住
居
地
と
の
襲
ロ
を
避
け
て
農

用
地
の
適
正
な
配
置
を
行
な
い
ま
す
。
商
業

は
、
新
し
い
商
業
核
を
形
成
し
、
魅
力
あ
る

商
店
、
住
民
の
ｌ
Ｔ
ズ
に
対
応
し
た
商
店
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
頃
末
地
区
を

含
め
た
水
巻
駅
周
辺
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
を
形
成
さ
せ
ま
す
。

明
神
ケ
辻
山
を
中
心
に
し
た
中
天
丘
陵
山

頂
部
分
の
緑
地
の
一
部
を
保
全
し
、
周
辺
に

ス
ポ
ー
ツ
・
ゾ
ー
ン
を
配
置
し
ま
す
。
遠
賀

川
河
川
敷
を
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ゾ
ー
ン

と
し
て
整
備
を
図
り
ま
す
。

（

2
1
世
紀
の

み
ず
ま
き
は

こ
ん
な
ま
ち

緑
と
自
然
に
囲
ま
れ
、
四
季
折
々
の
中
で

ま
ち
は
に
ぎ
わ
い
の
中
に
も
「
う
る
お
い
」

に
満
ち
て
い
る
。

以
前
は
、
炭
鉱
の
ま
ち
で
あ
っ
た
が
、
住

宅
都
市
と
し
て
快
適
な
住
環
境
や
文
化
施
設

ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
が
整

備
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
住
民
の
ほ
と

ん
ど
が
文
化
情
動
や
地
域
清
動
な
ど
で
清
発

な
．
ふ
れ
あ
い
．
を
求
め
て
お
り
、
ま
ち
に

は
活
力
と
誇
り
に
み
ち
て
い
る
。

ま
さ
に
．
ふ
る
さ
と
，
と
し
て
誇
り
う
る

文
化
的
な
衛
星
都
市
が
築
き
あ
げ
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。
…
…
：
こ
れ
が
十
五
年
後
に

目
標
と
す
る
「
明
る
く
健
康
な
、
う
る
お
い

の
あ
る
町
・
み
ず
ま
き
一
の
姿
で
す
。

そ
れ
で
は
、
次
に
こ
の
将
来
像
に
向
け
て

進
め
る
三
つ
の
施
策
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し

ょ
う
。
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新しい総合計画

鰐醗葛書く
す
べ
て
の
町
民
が
、
健
康
で
安
全
か
つ
快

適
な
生
酒
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
恵

ま
れ
た
自
然
環
境
の
保
全
に
努
め
な
が
ら
、

安
全
で
清
潔
な
街
路
や
上
・
下
水
道
な
ど
の

絃
合
的
な
居
住
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

そ
し
て
、
高
齢
化
社
会
な
ど
へ
の
移
行
や

活
力
あ
る
町
づ
く
り
の
た
め
、
保
健
医
療
体

制
の
強
化
を
図
り
、
絞
△
品
な
健
康
管
理
体

系
の
確
立
と
医
療
施
設
の
整
備
を
進
め
ま
す

す
べ
て
の
町
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
幸

せ
と
生
き
が
い
を
享
受
す
る
こ
と
の
で
き
る

明
る
い
健
康
な
住
み
よ
い
町
の
実
現
を
め
ざ

し
ま
す
。

今
後
と
も
、
高
齢
化
社
会
の
一
層
の
進
行

が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
高
齢
者
が
健
康
な
身

体
を
保
ち
、
生
酒
を
安
定
さ
せ
、
生
き
が
い

の
あ
る
人
生
が
送
れ
る
福
祉
体
制
の
確
立
を

図
り
ま
す
。
そ
の
他
、
幼
児
や
児
童
及
び
体

の
不
自
由
な
人
に
サ
ー
ビ
ス
、
保
護
が
ゆ
き

と
ど
き
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
制
度
の
確
立

を
図
誓
活
力
と
誇
り
に
み
ち
た
町
で
あ
る

こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

ま
ち
を
潤
お
す
垂
か
な
流
れ
の
遠
賀
川
、

伝
説
と
古
代
文
化
を
秘
め
た
立
屋
敷
遺
跡
な

ど
の
自
然
♪
支
化
を
軸
に
、
風
格
あ
る
住
宅

都
市
を
形
成
し
、
家
庭
・
学
校
・
社
会
を
通

し
た
．
い
き
が
い
の
あ
る
生
涯
学
習
，
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
公
民
館
や
図
書
館
、
そ
の
他

の
文
化
・
集
会
施
設
を
計
画
的
に
整
備
し
、

住
民
参
加
に
よ
る
管
理
・
運
営
が
行
な
わ
れ

る
よ
う
進
め
ま
す
。

町
民
み
ん
な
が
豊
か
な
創
造
力
と
情
操
を

身
に
つ
け
、
連
帯
意
識
に
享
見
ら
れ
た
心
の

ふ
れ
あ
う
魅
力
あ
る
地
域
つ
く
り
を
進
め
ま

す
。
特
に
、
全
町
民
が
参
加
で
き
る
行
事
の

企
画
と
ス
ポ
ー
ツ
活
動
お
よ
び
文
化
サ
ー
ク

ル
洒
動
の
積
極
的
な
振
興
に
よ
誓
郷
土
愛

を
高
め
、
新
し
い
文
化
の
創
造
と
健
全
な
る

心
身
を
育
成
し
、
教
育
と
文
化
に
め
ぐ
ま
れ

た
町
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

小
倉
北
区
へ
3
0
分

．．ｔ‥．、一道一一⊥，．デ、′ァ、ち＿ろ

遠賀川河口堰

グラウンド

県の天然記念物
●イチョウの木

御牧大橋

次号は「基本構想」
を紹介します。
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賛源として再びよみがえる
空き缶・空きビン

、つ5 月か ら ピン ・カン類 と燃えな い ゴ ミ

の 収集 日が変 わ ります。

ゴ
ミ
の
再
利
用
と

ゴ
ミ
減
ら
し

私
た
ち
の
ゴ
ミ
を
た
く
ま
し
く
引
き
受
け

て
く
れ
る
処
理
場
も
盾
和
四
十
七
年
に
埋
設

さ
れ
、
十
三
年
頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、
焼
却

炉
の
耐
用
年
数
が
十
五
年
と
老
朽
化
が
進
み

焼
却
醍
力
が
低
下
し
て
い
ま
す
し
、
何
よ
り

も
大
変
な
こ
と
は
、
焼
却
後
の
灰
の
捨
て
場

所
が
限
界
に
達
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
新
し
い
ゴ
ミ
処
理

く
ぬ
ぎ
ば
る

施
設
を
岡
垣
町
大
字
戸
切
字
樵
原
地
内
に

建
設
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
完
成
に
は
五

年
ほ
ど
か
か
り
、
完
成
ま
で
現
在
の
施
設
で

賄
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
昨
年
五
月
か
ら
次
の
と
お
り
、
①
ゴ

ミ
の
分
別
収
集
　
㊤
ゴ
ミ
減
ら
し
　
⑨
ゴ
ミ

の
再
利
用
の
計
画
を
た
て
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
燃
え
る
ゴ
ミ
、
燃
え
な
い

ゴ
ミ
、
粗
大
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
を
徹
底
し
、

さ
ら
に
日
頃
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
と
し
て
何
気

な
く
捨
て
て
い
る
空
ビ
ン
、
空
カ
ン
等
を
別

途
回
収
し
て
、
資
原
と
し
て
再
利
用
す
る
な

ど
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
計
画
を
実
施
し
て
か
ら
一
年
が
経
過

し
ま
し
た
が
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
こ
協
力
に

よ
り
、
分
別
収
集
も
一
応
、
定
着
い
た
し
ま

し
た
。
今
後
も
、
ビ
ン
・
カ
ン
類
の
収
集
効

果
を
あ
げ
る
た
め
、
五
月
か
ら
ビ
ン
・
カ
ン

類
の
収
集
日
を
月
二
回
（
現
行
一
回
）
に
ピ

ン
・
カ
ン
察
以
外
の
燃
え
な
い
ゴ
ミ
を
月
一

回
（
現
行
二
回
）
に
変
更
い
た
し
ま
す
。

あ
な
た
の
家
の
ゴ
ミ
は
、
次
の
日
程
で
収

集
い
た
し
ま
す
の
で
、
．
決
め
ら
れ
た

日
．
に
．
決
め
ら
れ
た
場
所
◆
　
に
、

き
ち
ん
と
出
し
ま
し
ょ
う
。

清
潔
な
町
づ
く
り
と
資
源
の
有
効
利
用
の

た
め
に
も
、
住
民
の
み
な
さ
ま
一
人
ひ
と
り

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ゴ　 ミ　 の　 種　 類 収　　 集　　 日 収　　　　　　 集　　　　　　 地　　　　　　 域

も 見 る ゴ ミ

月 ・木 曜　 日 ′

下二 （5区 ・6区の一部）、吉田一、吉田二、吉田三、緑風園団地、吉田団地、

美吉野団地、鯉口団地、机、机社宅、新生街、古賀、頃末 （18区 ・松栄荘団地）、

古賀団地、梅ノ木団地、猪熊 （3 区～11区）、猪熊町住

火 ・金 曜「臼

立屋敷、伊左座、二、二町任、下二、下二町住、入江興産社宅、林住宅、みずほ

団地、頃末 （18区 ・松栄荘団地以外の地域）、高尾団地、高松団地、おかの合田

地、樋口、猪熊 （1区 ・2区）

も え な い ゴ ミ

は 霜 雷 類 ）

第 1 水 曜 日

机、机社宅、新生街、山ノロ団地、古賀、古賀団地、梅ノ木団地、＿猪熊 （3区～

11区）、猪熊町住、伊左座、二、二町住、杯住宅、下二町住、下二 （5 区・6区

の一部で可燃ゴミ月・木以外の地域）、入江興産社宅、みずほ団地

第 2 水 曜 日

ｌ高松団地、樋口、おかの台団地、猪熊 （1区・2区）、吉田一、吉田二、吉田団

コ地、下二 （5 区・6区の一部で可燃ゴミ月・木の地域）

第 3 水 曜 日 頃末 （18区・松栄荘団地以外の地域）、高尾団地、立屋敷

第 4 水 曜 日 頃末 （18区・松栄荘団地）、吉田三、美吉野団地、鯉口団地、緑風園団地
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ピン・カン類の収集日

第 2 ・第 4 第1 ＋廃す∴ 収

：鍵

；、＿日水曜日

・敬

水曜日

、霊ヌー
団 興 一 伊 山 猪 二　 栄　 吉　 高

収

集

地

域

無ギ′、

′。浮

地 産 部 左 ノ　熊 （　 荘　 田　 松
以 社 で 座 口 （ 5　 団　 一　 団
外 宅 可 、団　 3 区　 地　 ’ 地
の 、燃 二 地 区 ．　、－ノ　＝ヒ　　 ヽ

ロ
地 林 ゴ 、 、 ｌ 6　 、 田　 樋
域 住　 ミ　ニ 古 11 区　 美　 二　 ロ
） 宅 月 町 費 区 の　 吉　 ’ 、
、・住 、当 一　 野　 吉　 お
み 木 、古 猪 部，団　 田　 か
ず 以 下 賀 熊 で　 地　 三　 の
ほ 外 二 団 町 可　 ’ 、 台
団 の 町 地 住 燃　 鯉　 吉　 団
地 地 住 、 、 ゴ　 ロ　 田　 地
、域 ’梅 机 ミ　団　 団　 、
頃 ） 下 ノ　 、 月　 地　 地　 猪
未 、二 木 机 ・　 、 、 熊
（ 高 （ 団 社 木　 緑　 頃　 （
18 尾　 5　地 宅 の　 風　 末　 1
区 団 区 ’ ’ 地　 園　 （　 区
・地 ・立 新 城　 田 18 ・
松 、6 屋 生 ）　 地　 区　 2
栄 入 区 敷 街 ’ ・　 区
荘 江 の 、 、 下　 松　 Ｙ

粗大ゴミ　の収集日
敗大ゴミは、連絡のあったものだけしか収集しませんの

で収集日の2日前までに環境衛生係（201－4321円線152）
まで、申込んでください。

篇 1 土曜 日

吉 田－ 、吉 田二 、吉 田三 、緑風園団地 、吉田団地、

美吉野団地 、鯉口団地 、下二 （5 区 ・6 区の一部で

可燃 ゴ ミ月 ・木の地域）、頃末 （18区 ・松栄荘 団地）

籠 2 水曜 日 猪熊 （3 区～11区）、猪熊町住

篇 3 土 曜日 第 1 土曜 日及び第 2 水曜 日以外の地域

ゴ ミ は 下 図 の よ う に 分 け て 出 し て 下 さ い 。

燃 え る ご み 燃 え な い ご み ビ ン ・カ ン類 璃ｌ人 ご み

処理／清掃工場でもやします。 破砕し可鰯 は焼却不贈物は埋立 資源の節約に役立てます。 破砕し可燃軌焼却不燃物は埋立

袋 ひ　　 も 袋 袋又はダンボール

料理　　 ここ
くす　　　 し‘．
ヰＩ
が
′ 木の根はまとめて

木ざれは束にして

あきカン　 あきピン

．Ｊ．β，

家舅類　　　　　 テレビ
町，
【

・ｌ　　　　 ヂ■瓜

1諺　 羞寿 ∴

無などの
パック ｌ

°
．ふ▲

本細・‥ ：盟

彩 雲蒜

廉 そ棚 える∽

けい光菅

．
8　°
おもちゃ　植木鉢

二．二 重

ｅ

Ｊｌ已

袋の口は　　　 ／Ｌ

ｌ　　　　　 しっかり結ぶ事　 ミ

・… ・・： 　ヽ　 ・篭

革 去

ピン・缶は中身を全部出して、
水をよくきる事　　　　 ＿．′ ｈ＿．．スプレー缶は、爆発のおそれがありま ㌣　　 ＼

油は布・紙等で吸いとって出して下さい。 す。完全に刀スをぬいて出して下さい。 分けて出して下さい。 タタミ・アルミサッシ等
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身
障
鳥
の
方
へ
由
動
率

免
許
を
取
り
ま
せ
ん
か

福
岡
県
で
は
身
体
障
害
者
の
自
立
を
促
進

す
る
た
め
、
運
転
免
許
取
得
に
要
す
る
費
用

を
一
部
助
成
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
次

の
要
領
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

ュ
8
歳
以
上
の
人
（
た
だ
し
、
心
臓
機
能

障
害
の
人
は
除
き
ま
す
）
。

▽
申
込
み
　
役
場
社
会
課
民
生
係
に
「
5
月

7
日
」
ま
で
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
受
験
資
格
年
令
、
学
歴
、
性
別
の
制
限

は
、
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
試
験
の
日
時
及
び
場
所

○
日
時
　
6
月
3
日
（
火
）

午
前
9
時
3
0
分
ま
で
に
集
合

○
場
所
　
福
岡
大
学
高
宮
校
舎

▽
受
験
手
数
料
　
四
千
四
百
円

▽
願
書
提
出
先
　
福
岡
県
商
工
部
工
業
保
安

課
（
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
七
－
七
）

▽
受
付
期
間
　
4
月
2
1
日
～
5
月
⊥
0
日

※
受
験
手
続
な
ど
詳
し
い
こ
と
の
お
尋
ね
は

福
岡
県
商
工
部
工
業
保
安
課
採
石
係
（
蟹
〇

九
二
－
六
五
一
－
二
二
）
ま
で
。

受
験
準
備
講
習
会

▽
講
習
日
　
6
月
6
日
（
金
）

▽
会
　
場
　
申
闇
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

▽
受
付
場
所
及
び
期
間

○
場
所
遠
賀
郡
消
防
本
部

〇

期

闇

　

4

月

⊥

5

日

～

6

月

5

日

※
詳
し
い
こ
と
の
お
尋
ね
は
遠
賀
郡
消
防
本

部
予
防
係
（
型
一
九
三
－
一
二
三
一
）
ま
で

白
や
友
好

青
年
の
船
空
帝
募
集

▽
訪
問
先
　
中
華
人
民
共
和
国

▽
日
　
程
　
8
月
3
1
日
～
9
月
ュ
3
日

▽
募
集
期
間
　
5
月
1
日
～
5
月
2
4
日

※
応
募
資
格
な
ど
詳
し
い
こ
と
の
お
尋
ね
は

水
巻
町
教
育
委
員
会
・
社
会
教
育
係
ま
で
。

危
険
物
取
扱
者
試
験

▽
試
験
日
　
6
月
1
5
日
（
日
）

▽
種
　
類
　
乙
種
（
第
「
第
二
・
第
三
・

第
四
類
）
及
び
丙
種

▽
会
場
　
北
九
州
大
学
（
小
倉
南
区
）

▽
願
書
受
付
場
所
及
び
期
間

○
遠
賀
郡
消
防
本
部

4

月

1

5

日

～

5

月

1

4

日

○
北
九
州
市
消
防
局

5

月

ュ

5

日

～

5

月

⊥

6

日

※
願
書
は
遠
賀
郡
消
防
本
部
（
遠
賀
町
大
字

広
渡
一
六
三
九
番
地
）
で
交
付
し
ま
す
。

児
童
手
当
法
が
、
六
月
一
日
か
ら
変
わ
り

ま
す
。
い
ま
ま
で
の
法
律
で
は
、
三
人
以
上

の
お
子
さ
ん
を
育
て
て
い
る
家
庭
に
、
児
童

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
正

で
、
十
八
歳
未
満
の
児
童
肇
一
人
以
上
養
育

し
て
い
る
人
（
そ
の
内
一
人
以
上
が
義
務
教

育
就
学
前
の
児
童
）
に
児
童
手
当
が
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
新
制
度
は
盾
和
六
十
一
年
六
月
か

ら
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
段
階
的
に
支
給
対
象

が
変
わ
り
、
周
和
六
十
三
年
四
月
か
ら
制
度

が
完
成
さ
れ
ま
す
。

．
新
制
度
の
実
施
の
方
法

▽
一
年
目
（
昭
和
六
十
一
年
六
月
一
日
か
ら

脇
和
六
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
）

〇
第
二
子
分
は
盾
和
六
十
一
年
六
月
一
日

現
在
で
清
二
歳
未
満

○
第
三
子
以
降
分
は
義
務
教
育
終
了
前

▽
二
年
目
（
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
か
ら

晒
和
六
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
畢

〇
第
二
子
分
は
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日

ｌ ｌ ｌｌ Ｈ Ｉｌ ｌｌ ｌｌ ｌ ｌｌｌ一当ｌ．．ｔｌ ｌｌ ｌｌ　題　Ｉ ｌｌ　暮ｌ　題　目－・づ

あなたの家の

水道料金の集金人です　き
．

－

一

1

　

－

－

一

ｌ

了

三

7

．

．

・

1

－

．

．

一

ｌ

あ
な
た
の
お
宅
の
上
・

下
水
道
料
金
の
集
金
人
さ

ん
は
次
の
万
で
す
。
四
月

一
日
か
ら
一
部
地
域
で
変

わ
り
ま
し
た
。
集
金
へ
の

こ
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
集
金
委
託
員
は

町
発
行
の
身
分
証
明
書
を

持
参
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
不
審
と
思
わ
れ
る
時
は

捏
示
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

－
．
1
　
1
　
1
－
．
－
一
－
．
－
．
－
三
一
ｌ
 
ｌ
：
・
．
‘
三
・
．
．
芦
．
三
三
－
．
●
ミ
ュ
ー
－
．
・
・
抽

㌢

＝

コ

　

ｌ

 

ｌ

1

－

現
在
で
満
四
歳
未
満

○
第
三
子
以
降
分
は
昭
和
六
十
二
年
四
月

一
日
現
在
で
満
九
歳
未
満

▽
盾
和
六
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
は
第
二
子

以
降
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
が
対
象
に
な

り
ま
す
。
支
給
額

児
童
手
当
の
額
は
二
人
目
の
二
歳
未
満
（

晒
和
六
十
一
年
六
月
一
日
現
在
）
の
子
供
に

つ
い
て
は
月
額
二
千
五
百
円
、
三
人
目
以
降

の
義
務
教
育
終
了
前
の
子
供
に
つ
い
て
は
月

額
五
千
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◇
　
　
　
◇

新
法
適
用
に
つ
い
て
は
、
四
月
一
日
か
ら

受
付
け
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
社
会
課
老
人

児
童
係
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
受
給
し
て
い
る
人
は
六
月
に

現
況
届
を
さ
れ
れ
ば
結
構
で
す
。

類か暗発射駐 、、、′姜疎老境頚豪

吉田ノー ・吉田ノ三 越　 智　 福　 代

鯉口団地 ・高尾団地 山　 田　 悦　 子

水巻苑 ・松栄荘 祝　　　 文　 子

吉田団地 中　 岡　 貞　 男

古賀団地 ・梅 ノ木団地 中　 園　 ヤス子

おかの台団地 中　 山　 キク子

一一
ｕ

＝
中

愛
の
賠
物

☆
金
一
封
あ
り
が
と
う

竹
川
正
夫
殿
（
お
か
の
台
）
か
ら
社
会
福

祉
協
議
会
に
こ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

☆
香
典
返
し
と
し
て

次
の
万
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に
こ

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら
故
人

の
こ
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

▽
猪
　
熊
　
故
・
山
本
勝
殿

木
下
　
正
　
殿

▽
机
　
　
　
故
・
柴
田
　
隆
殿

柴
田
ま
さ
子
鹿

▽
吉
田
団
地
　
故
・
田
中
義
武
殿

田
申
タ
ケ
手
段

▽
み
ず
ほ
団
地
　
故
・
梶
原
ス
エ
殿

梶
原
逸
男
　
殿
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水
巻
町
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
文
化
グ
ル
ー

プ
が
洒
動
を
し
て
い
ま
す
が
、
よ
り
一
層
ま

ち
の
芸
術
・
文
化
を
も
り
あ
げ
る
た
め
、
水

巻
町
教
育
委
員
会
♪
支
化
グ
ル
ー
プ
の
有
志

者
で
話
し
合
っ
て
「
文
化
連
盟
の
よ
う
な
線

合
し
た
文
化
団
体
」
を
結
成
す
る
準
備
を
す

す
め
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
そ
の
内
容
や
括
動
方
針
は
、
決
ま

っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
準
備
会

を
開
い
て
よ
り
よ
い
団
体
に
な
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
と
患
い
ま
す
の
で
、
い
ろ
い

ろ
な
文
化
グ
ル
ー
プ
の
考
え
方
等
も
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
経
合
文
化
団
体
の

結
成
に
賛
同
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
次
の
要
額
で
、
文
化
グ
ル
ー
プ
の
お

届
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
文
化
グ
ル
ー
プ
は
、
五
人
以
上
で
活
動
し

て
い
る
こ
と
を
条
件
と
い
た
し
ま
す
。

●
お
届
け
は
、
次
の
項
目
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｈ
文
化
グ
ル
ー
プ
の
種
目
及
び
名
称

⇔
代
表
者
の
名
前
及
び
住
所

臼
代
表
者
の
電
話
育
ち

（
今
後
の
連
絡
の
た
め
）

㊥
グ
ル
ー
プ
の
構
成
人
員

㈲
括
動
（
練
習
等
）
を
し
て
い
る
主
な
場
所

●
種
目
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

・
文
芸
関
係
－
短
歌
・
俳
句
、
自
由
詩
、

文
芸
創
作
、
川
柳
等

・
美
術
工
芸
関
係
－
日
本
画
、
洋
画
、
水

墨
画
、
書
、
写
臭
、

陶
芸
、
造
花
、
彫
刻

華
道
等

・
古
典
・
芸
解
関
係
－
日
太
舞
踊
、
民
踊

民
謡
、
吟
詠
、
謡

曲
等

こ
の
ほ
か
に
も
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の

種
目
が
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、
教
養
を
主
に

し
た
作
法
的
な
も
の
も
あ
る
と
患
い
ま
す
の

で
、
お
届
け
く
だ
さ
い
。

●
届
け
出
は
、
脇
和
六
十
ｌ
年
五
月
二
十
五

日
ま
で
に
水
巻
町
教
育
委
員
会
・
社
会
教
育

係
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。
（
役
場
二
階
）

（
電
啓
6
千
四
三
≡
）

一

●
別
に
届
け
出
の
様
式
は
あ
り
ま
せ
ん
。
電

話
に
て
も
受
け
付
け
ま
す
。

囚
回
国
固
囲
囲

▽
受
験
資
格
　
①
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
大
学
（
短
大
を
除
く
）
の
卒
業
者

⑧
盾
和
3
3
年
1
月
2
日
か
ら
盾
和
3
9
年

4
月
ュ
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子

⑨
日
木
国
籍
を
有
す
る
者
　
④
地
方
公

務
員
法
第
ュ
6
条
に
該
当
し
な
い
者

▽
受
付
期
間
　
4
月
⊥
5
日
～
5
月
ュ
4
日

午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午
後
5
時
（
土
曜

日
は
ュ
2
時
3
0
分
）
ま
で
。
郵
送
の
場
合

は
、
5
月
1
4
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も

の
に
限
り
ま
す
。

▽
受
験
手
続
　
申
込
み
用
紙
は
県
下
の

各
警
察
署
、
派
出
所
、
駐
在
所
に
あ
り

ま
す
。
申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
福
岡

県
警
察
本
部
警
務
課
任
用
係
（
福
岡
市

博
多
区
東
公
園
七
－
七
）
に
申
込
み
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
い
こ
と
の
お
尋
ね
は
福
岡
県
警
察
本

部
警
務
課
任
用
係
（
宙
〇
九
二
－
六
二
二
－

〇
七
〇
〇
又
は
六
竺
－
四
一
四
一
）
ま
で

町　の　人　口

Ｃ61年3月末現在）

人　口　　29，967人（－18人）
男　　　14．585人（一12人）

女　　15，382人（一6人）
世帯数　　　9，622世帯（一10世帯）

（3月の人の動き）

転入　235人　　転出　277人

出生　　36人　　死亡　12人
（）内は前月比

人権・法律相談所

も5月12日・町民会館キ

憲法の榔申及び司法の機能について考え
てみよう－と、5月1日から7日までは
『泰法三週間』です。

この行事の一環として、法務局職員と人
権擁護委員さんが、人権・法律間苺につい
て専門的に相談に応じます。人権・法律問
題で困っている人は、お気軽にこ相談くだ
さい。なお、相談は知ｉ料でお受けいたしま
す。

じ＞日時　5月12日　Ｃ月）
午前10時一年後3時（正午から
午後1時までは昼休みです）

♭場所　水巻町民会館「日本間」

5月の心配ごと相談

他人に話せず1

人でくよくよ一悩ん

でいませんカヽ－9

お気軽に相談くだ

さい。相談は無毒料

で秘密は堅く守り

ます。

じ＞日時　5月6日、5月19日、5月26日

・時間は、いずれも13時－16時

♭場所　水巻町民会館「日太閤」

レ主催　町社会福祉協議会

不動産の無料相談

卑毎月第1・第3金曜日も

土地や家を売ったり買ったりするとき

－価格はいくらぐらいがｉ薗当か9　この
ような人のため県では、5月から土地など

の価格について専門の「不動産鍾淀士」に
よる無料相談を始めます。不動産を（∋売っ

たり買ったりするとき（参賃貸借するとき⑨

担保にするとき④相続するとき⑧交換する

とき－その他、土地に関するお尋ねは、

お気軽においでください。

じ＞相談日　毎月第1・第3金曜日

年後1時一午後4時

レ場　所　県庁1階・県民相談室

レ申込み　相談を希望される万は前もって

県民相談室ＣＯ92－651－1234）に、

電蓄活でお申込みください。

※なお、第2・第4金曜日は従来どおり、

弁護士土による無料子宝律相談を実施します。
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第
3
課
　
農
業
田
地
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
者
初
産
婦

▽
持
参
晶
　
母
子
手
帳

※
詳
し
い
内
容
は
、
母
子
手
帳
交
付
の
と

き
に
説
明
し
ま
す
。

四
カ
月
児
健
康
診
董

母
子
手
帳
の
交
付

▽
日
時
　
5
月
⊥
2
日
（
月
）

5
月
2
6
日
（
月
）

午
前
ュ
0
時

▽
場
所
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

▽
内
容
母
子
保
健
制
度
の
説
明
、
母
子
手

帳
の
使
い
方
、
検
診
結
果
の
説
明
及
び

個
人
相
談
を
受
け
ま
す
。

▽
注
意
事
項

①
保
健
所
で
の
妊
婦
検
診
終
了
後
、
ュ
0
日

以
上
経
っ
て
い
る
こ
と
。

愈
印
鑑
を
持
参
の
こ
と
。

⑨
で
き
る
だ
け
本
人
が
お
い
で
下
さ
い
。

▽
日
時
　
5
月
2
日
（
金
）

・
受
付
　
午
後
1
時
～
午
後
1
時
3
0
分

▽
場
所
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

※
四
カ
月
児
（
6
0
年
1
2
月
6
日
か
ら
6
1
年

1
月
3
日
生
）
の
乳
児
に
対
し
て
ハ
ガ
キ
で

個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
ハ
ガ
幸
の
届
い

た
人
は
、
そ
れ
に
記
入
の
う
え
母
子
手
帳
、

バ
ス
タ
オ
ル
、
太
人
の
気
に
入
っ
た
お
も
ち

ゃ
を
一
つ
持
参
し
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
転
入
等
で
ハ
ガ
皐
が
届
い
て
な
い

万
は
、
健
炭
対
策
係
へ
連
絡
し
、
当
日
お
い

で
く
だ
さ
い
。

※
希
望
者
に
は
、
小
児
ガ
ン
の
検
査
セ
ッ

ト
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

おがたももこ

緒方桃子ちゃん

腐
和
6
0
年
4
月
ュ
9
日
生

（
賦
苧
ん
の
次
女

私
、
晶
子
で
～
す
。
よ
ろ
し
く
。

私
に
は
、
中
二
の
お
姉
ち
ゃ
ん
と
、

小
四
の
お
兄
ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
。
だ

か
ら
、
と
て
も
か
わ
い
が
っ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
い
い
で
し
ょ
。

（
猪
熊
一
一
〇
一
の
四
）

1

－

一

1

1

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

．

1

．

－

　

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

Ｊ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

Ｊ

ｌ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ｌ

ｌ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ｌ

1

．

－

，

ヽ

ヽ

とポ・；再亘吉・、－、さ・．′ト

子
吉
・
乳
が
ん
検
診

健
康
相
敵
を
開
催

母
　
親
　
学
　
級

▽
日
時
　
5
月
ュ
2
日
（
月
）
　
第
⊥
課

5
月
1
9
日
（
月
）
　
管
姦

5
月
2
6
日
（
月
）
　
第
3
課

・
時
間
は
、
い
ず
れ
も
⊥
3
時
3
0
分

▽
場
所
　
第
1
課

素
2
課

役
場
一
〇
一
大
会
議
室

▽
日
時
及
び
場
所

☆
5
月
2
日
　
役
場
健
康
相
談
室

☆
5
月
6
日
　
机
山
荘

☆
5
月
1
3
日
　
二
公
民
館

☆
5
月
2
8
日
吉
田
団
地
公
民
館

・
時
闇
＝
い
ず
れ
も
1
0
時
～
1
1
時

▽
相
識
内
容
検
尿
、
血
圧
測
定
、
個
人

相
談
。
こ
希
望
の
万
に
は
、
塩
分
テ
ス

ト
を
行
い
ま
す
の
で
、
朝
作
っ
た
「
み

そ
汁
」
を
少
々
持
参
く
だ
さ
い
。

（

▽
日
時
　
5
月
2
3
日
（
金
）

・
受
付
午
後
1
時
～
午
後
1
時
3
0
分

▽
場
所
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

▽
料
金
　
子
胃
が
ん
　
五
百
円

乳
が
ん
　
五
百
円

▽
定
員
∵
子
宮
が
ん
　
八
〇
名

乳
　
が
ん
　
五
〇
名

※
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
は
同
時
に
受
診
で
き

ま
す
。
電
話
で
も
受
付
い
た
し
ま
す
の
で
早

め
に
健
康
対
策
係
に
由
込
み
く
だ
さ
い
。

盾
和
6
0
年
4
月
2
6
日
生

（
難
恵
晋
ん
の
長
女

わ
が
家
の
お
姫
様
で
す
。
お
も
ち

ゃ
の
笛
を
ふ
い
た
り
、
ピ
ア
ノ
を
ひ

い
た
り
、
ダ
ン
ス
し
た
り
す
る
の
が

大
好
き
な
、
お
し
ゃ
ま
な
女
の
子
－

今
年
の
夏
の
ど
き
壷
が
楽
し
み
で

す
。
　
　
　
（
お
か
の
台
3
0
棟
）

元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
コ
ー
ナ
ー
に

掲
載
ご
希
望
の
万
は
、
①
お
子
さ

ん
の
名
前
（
ふ
り
が
な
記
入
）
㊥

写
宜
二
枚
④
生
年
月
日
④
性
別
⑨

両
親
の
名
前
と
碗
柄
◎
住
所
・
電

話
番
号
を
記
入
し
て
役
場
総
務
課

ヽ、ｈ′一一4－′′′”4－－′′′′′ｄｔ．－ノ′′′′－－…′′．－．－．′′一′′一一．一一′′′′′．一一一一′′′′′－．－”′′′一－ｄ一一
一・－－－一一一一一・－・－．ヽ′－Ｊｔｔｒ′′′′′－ｊｈ▼．′′′′′－1．．′′′′ノ．．－′′′′′1．．一一′．′．′4－．．－′′一′′．．．．．－′′′′′．一一－′′′′′Ｊ．．－′

あ
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

健
康
教
室
を
開
催

健
康
の
三
本
柱
は
、
①
運
動
⑧
栄
養
⑨
休

息
で
す
。
健
康
は
、
こ
の
三
つ
の
バ
ラ
ン
ス

が
大
切
で
す
が
、
今
日
、
こ
れ
が
う
ま
く
と

れ
て
い
な
い
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
健
康
教
室
を
次
の
と
お
り
開
講

い
た
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
自
分
の
健

寮
を
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
－
9

▽
日
程
　
5
月
2
2
日
、
5
月
2
9
日

6
月
ュ
9
日
、
9
月
ュ
8
日
、
ュ
0
月
ュ
6
日

ュ
1
月
⊥
3
日
、
⊥
1
月
2
0
日

▽
申
込
み
先
役
場
健
庚
対
策
係
に
由
込
み

く
だ
さ
い
。
人
員
は
2
0
名
で
締
切
り
ま

す
。
（
電
話
で
も
受
付
け
ま
す
）

※
申
込
み
者
に
は
、
詳
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

送
付
い
た
し
ま
す
。

（

5
月
の
し
尿

収
集
予
定
日

1
日
頃
末
（
1
、
2
、
3
、
4
、
7
、
ュ
0

区
）
、
猪
熊
6
区

2
日
頃
宋
（
1
、
7
、
8
、
1
6
区
）
、
吉

田
二
6
区
、
吉
田
三
5
区
、
猪
熊
2
区

6
日
頃
宋
（
輿
2
3
区
、
唐
熊
県
住
）
、

吉
田
三
（
2
、
5
区
）
、
猪
熊
1
0
区

7
日
頃
宋
（
輿
2
4
区
、
唐
熊
県
住
）
、

吉
田
ニ
（
1
、
2
区
）
、
吉
田
三
（
1
、

2
、
3
、
5
、
6
区
）
、
猪
熊
（
2
、

4
、
5
区
）
、
月
2
回
ま
わ
り
（
環
境
整

備
セ
ン
タ
ー
）

8
日
吉
田
二
（
1
、
2
区
）
、
吉
田
三
（

6
、
8
、
1
1
区
、
緑
風
園
）
、
猪
熊
（
2
、

3
、
⊥
0
区
）
、
月
2
回
ま
わ
り
（
太
洋
社
）

9
日
吉
田
三
（
緑
風
園
）
、
林
住
宅
、
頃

宋
（
1
、
5
、
1
7
、
2
0
区
）

1
0
日
吉
田
三
（
垣
添
町
住
）
、
頃
宋
（
9

ュ
0
、
㍗
㌣
輿
2
1
、
2
5
区
）
、
新
生

街
（
山
ノ
ロ
田
地
）

1
2
日
頃
末
（
6
、
堕
2
1
区
、
み
ず
ま
き

苑
、
松
栄
荘
団
地
）
、
下
二
、
伊
左
座
、

立
屋
敷
、
青
田
二
（
川
端
通
り
、
酉
書
隈

書
田
工
場
団
地
）

1
3
日
吉
田
一
（
4
、
5
、
6
、
7
、
8
区

）
、
二
（
1
、
6
区
）
、
吉
田
二
（
冥

1
4
、
ュ
5
、
⊥
6
区
、
滑
石
、
宮
尾
、
本
村
）

頃
宋
（
⊥
1
、
㌣
ュ4
区
、
松
栄
荘
団
地
）
、

美
吉
野
団
地

1
4
日
書
聖
3
区
育
夜
蕾
、
吉
田
二

（
3
、
5
区
、
宮
尾
、
御
輸
地
、
大
橋
県

道
筋
）
、
美
吉
野
成
地
、
古
賀
、
新
生
街
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健
康
診
断
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
な

お
、
肺
ガ
ン
検
査
は
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る

人
や
家
族
に
ガ
ン
で
亡
く
な
っ
た
万
が
い
る

人
は
、
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
5
月
3
0
日
（
金
）

午
前
8
時
3
0
分
～
午
前
1
1
時

▽
場
所
　
身
障
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
　
【
一
次
検
診
】
検
尿
、
血
圧
測

定
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
【
精
密
検
診
】

血
液
検
査
（
貧
血
、
血
糖
、
肝
機
甲

捺
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
）
、

心
電
図
。
肺
ガ
ン
と
胃
ガ
ン
検
査
は
希

望
者
の
み
。
※
肺
ガ
ン
検
査
は
受
診

日
七
日
前
か
ら
疾
看
取
り
ま
す
の
で
容

器
を
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▽
料
金
精
密
検
診
、
肺
ガ
ン
検
査
、
胃

ガ
ン
検
査
は
、
そ
れ
ぞ
れ
五
百
円
で
す
。

※
申
込
み
は
健
康
対
策
係
ま
で
。
定
員
は
成

人
病
検
診
百
人
、
胃
ガ
ン
検
査
八
〇
人
、
肺

ガ
ン
検
査
二
〇
人
で
す
。

5月の保健ごよみ

日 曜 事　業　名 時　　　 間 場　　　　 所

2 金
健康相談 10：00～11：00 役場健康相談室

4 ヵ月児健康診査 13：00～13：30 役場 101大会議室

6 火 健康相談 10：00～11：00 机山荘

12 月
母子手帳の交付 10：00～11：00 役場 101大会議室

母親学級 13：00～・ 役場 101大会議室

13 火
健康相談 10：00一一11：00 二公民館

三種混合予防接種 13：50～14：30 役場 101大会議室

19 月 母親学級 13：00、 役場 101大会議室

22 木 健康教室 13：00～13：30 役場 101大会議室

23 金
乳ガン・子宮ガン検診 13：00～13：30 役場 101大会議室

療育訓練 13：00～17：00 遠賀保健所（予約者のみ）

26 月
母子手帳の交付 10：00～11：00 役場 101大会議室

母親学級 13：00一一 農業団地センター

28 水
健康相談 10：00～11：00 役場 101大会議室

生ワク授与 13：50～14：30 役場 101大会議室

29 木 健康教室 13：00～13：30 役場 101大会議室

30 金 成人病健診 8 ：30～11：00 身障者センター

北
九
州
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「

街
頭
献
血
」
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す

多
く
の
方
の
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時
　
5
月
ュ
0
日
（
土
）

午
前
ュ
0
時
～
午
後
4
時
（
正
午

か
ら
午
後
1
時
ま
で
は
昼
休
み
で
す
）

▽
場
所
　
ア
ピ
ロ
ス
水
巻
店
（
南
玄
関
前
）

※
四
月
一
日
か
ら
献
血
は
「
二
百
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
」
と
「
四
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
」
の
ど
ち

ら
で
も
選
択
で
き
ま
す
。
献
血
の
受
付
の
際

に
希
望
を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

四
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血

安
全
性
は
実
証
済
み

血
液
の
安
定
確
保
と
、
輸
血
に
よ
る
肝
炎

な
ど
の
感
染
や
そ
の
は
か
の
副
作
用
を
減
ら

す
た
め
に
生
ま
れ
た
の
が
、
四
百
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
献
血
で
す
。

四
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
は
、
日
本
人
と

同
じ
ぐ
ら
い
の
体
格
を
し
た
東
南
ア
ジ
ア
韓

国
の
人
た
ち
の
ほ
か
、
世
界
各
国
で
か
な
り

前
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
医
学
的
に
も
そ
の

安
全
性
は
十
分
に
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

初
節
句
の
赤
ち
ゃ
ん
葦
集

五
月
五
日
は
男
の
節
句
－
広
報
み
ず
ま

き
で
は
今
年
、
初
節
句
を
迎
え
る
お
子
さ
ん

を
掲
載
し
ま
す
。
こ
希
望
の
万
は
、
①
お
子

さ
ん
の
写
真
一
枚
㊥
お
子
さ
ん
の
名
前
・

生
年
月
日
・
住
所
と
電
話
番
号
を
書
い
て
、

役
場
線
番
課
庶
務
係
に
『
四
月
三
十
日
』
ま

で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

1
5
日
吉
田
一
3
区
（
商
店
街
）
、
吉
田
二

（
6
、
7
、
8
区
、
イ
ワ
ゼ
町
住
、
大
橋

県
道
筋
）
、
二
町
住
、
机
社
宅
、
美
吉
野

団
地

1
6
日
下
二
町
住
、
二
町
住
、
吉
田
三
（
8
、

9
、
ュ
0
区
、
車
返
し
）
、
古
賀
、
机

1
7
日
吉
田
団
地
（
1
9
～
輿
2
7
～
4
3
、
4
6

～
5
6
棟
）
、
樋
口
（
中
井
樋
口
、
卯
月
）

1
8
日
吉
田
団
地
（
1
～
6
、
8
～
ュ
0
、
1
2

ュ
6
～
㌣
2
3
～
墾
4
4
、
聖
賢
8
3
～

墾
9
4
～
1
0
1
、
1
0
9
～
1
1
3
棟
）
、
樋
口

（
由
井
樋
口
、
卯
月
）

2
0
日
吉
田
団
地
（
7
、
1
1
～
⊥
5
、
6
0
～
7
3

7
6
～
輿
8
7
～
輿
1
0
2
～
興
1
0
8
棟
）

猪
熊
町
住

2
1
日
下
二
（
1
、
2
、
3
巨
、
吉
田
団

地
分
譲
、
古
賀
県
住

2
2
日
二
（
1
、
2
区
野
間
町
住
）
、
下
二

2
区
、
吉
田
二
（
9
～
⊥
2
区
、
本
村
）
、

猪
熊
、
樋
口
、
月
2
回
ま
わ
り
（
太
洋
社
、

環
境
整
備
セ
ン
タ
⊥

2
3
日
二
Ｔ
、
3
、
4
、
6
堅
、
伊
左

座
2
区
、
樋
口
（
赤
水
、
川
端
通
り
）

2
4
日
二
Ｔ
、
2
、
4
、
5
ｇ
、
下
二

（
4
、
ュ
0
区
、
双
葉
荘
）
、
伊
左
盛
（
2

3
塔
、
猪
熊
、
頃
宋

2
6
日
下
二
（
5
、
6
、
7
塔
、
伊
左
座

（
3
、
5
区
）

2
7
日
み
ず
ほ
団
地

2
8
日
み
ず
ほ
団
地
、
猪
熊
、
樋
口

2
9
日
猪
熊
、
樋
ロ

ー
お
廉
い
ー

便
槽
の
近
く
に
は
、
犬
を
つ
な
が
な
い
で

下
さ
い
。
犬
が
噛
み
つ
く
事
故
が
お
こ
っ
て

い
ま
す
。
出
来
る
だ
け
つ
り
銭
の
な
い
よ
う

こ
準
備
下
さ
い
。
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船
子
時
代
の
要
平
が
最
も
つ
ら
か
っ
た
の
は
、
石
炭
の

荷
役
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ま
だ
若
松
港
に
蒸
気
船
が
入
港

し
て
な
か
っ
た
明
治
中
期
以
前
の
こ
と
、
当
時
は
沖
仲
仕

の
制
度
（
荷
役
請
負
業
）
が
な
く
て
、
恐
接
、
船
頭
は
石

は
し
け

炭
を
川
船
か
ら
親
船
の
帆
船
や
好
に
積
み
替
え
て
い
た
。

普
通
の
川
船
は
石
炭
を
一
万
斤
（
約
六
ト
ン
）
、
小
形
船

で
七
千
斤
（
約
四
ト
ン
）
積
載
し
た
が
、
こ
れ
が
若
松
沖

に
つ
く
と
係
員
の
指
図
で
所
定
の
親
船
に
横
づ
け
し
て
、

船
頭
は
半
日
が
か
り
で
荷
役
作
業
を
し
て
い
た
。
と
こ
ろ

▲
な
ペ
ソ

が
大
形
船
（
木
造
千
石
船
）
に
な
る
と
舷
が
船
頚
の
肩
の

高
さ
ま
で
あ
る
の
で
、
少
年
の
力
で
は
石
炭
を
親
船
に
移

す
の
は
無
理
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
初
め
に
大
人
が
石
炭
を

積
み
込
み
、
そ
の
重
み
で
親
船
が
沈
ん
で
反
対
に
川
船
が

浮
き
あ
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、
少
年
の
要
乎
た
ち
が
荷
役
を

開
始
し
た
。
「
江
川
口
の
ケ
ン
カ
事
件
」

栗
平
は
船
子
と
な
っ
た
十
五
歳
の
と
き
父
を
失
い
、
さ

ら
に
十
七
歳
に
し
て
母
を
失
っ
た
。
な
お
次
の
年
に
日
清

戦
争
が
勃
発
し
て
、
人
手
の
不
足
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
一

人
前
の
船
頭
と
な
っ
た
。
そ
し
て
二
十
歳
に
な
る
と
持
ち

前
の
負
け
ん
気
を
発
揮
し
て
、
若
い
者
の
間
で
は
兄
貴
分

と
し
て
た
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
の
川
筋
船
頭
は
、
川
筋
気
質
の
な
か
で
も
任

侠
的
な
要
素
を
多
分
に
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
頼
ま
れ
る

と
い
や
と
は
い
わ
ず
、
気
は
荒
い
が
淡
泊
で
弱
い
者
を
助

け
て
、
義
理
人
情
に
厚
く
義
侠
心
に
富
ん
で
い
た
。
し
か

し
反
面
、
浪
費
と
遊
興
を
好
ん
で
剰
都
的
で
あ
っ
た
の
で
、

つ
ね
に
争
い
の
絶
え
間
が
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
炭
鉱
主

と
船
主
と
の
い
ざ
こ
ざ
は
い
う
に
お
よ
ば
ず
、
船
東
同
志

ふ
＿
り

に
お
い
て
も
回
漕
中
に
船
の
縁
が
さ
わ
っ
た
と
か
、
あ
と

か
ら
き
て
追
い
越
し
た
の
に
挨
拶
を
し
な
か
っ
た
と
か
、

さ
さ
い
な
こ
と
で
ケ
ン
カ
と
な
り
、
血
な
ま
ぐ
さ
い
出
入

り
が
毎
日
の
よ
う
に
つ
づ
い
た
。
つ
ま
り
船
頭
の
世
界
は

法
が
あ
っ
て
な
い
よ
う
な
も
の
、
い
わ
ゆ
る
強
い
者
が
支

配
し
て
君
臨
す
る
と
こ
ろ
が
川
筋
船
頚
の
世
界
で
あ
っ
た
。

そ
の
見
本
と
も
い
う
べ
き
ケ
ン
カ
が
明
治
三
十
一
年
（

一
八
九
八
）
秋
、
周
囲
の
浅
川
と
高
須
の
山
が
色
づ
く
こ

ろ
江
川
口
で
発
生
し
た
。

こ
こ
で
当
時
の
江
川
口
を
説
明
す
る
に
、
石
炭
を
積
ん

だ
船
は
江
川
を
満
潮
時
に
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

ほ
と
ん
ど
の
船
が
江
川
ロ
で
潮
待
ち
を
し
て
い
た
。
そ
れ

は
遠
賀
川
を
引
き
潮
で
く
だ
っ
て
き
た
船
、
西
川
か
ら
の

船
、
そ
れ
に
曲
川
の
船
が
二
列
に
な
ら
ん
で
江
川
を
通
る

た
い

順
番
を
待
っ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
蹄
船
組
合
の
係
員
が
赤

し
も
し

い
印
の
つ
い
た
竹
梓
で
指
図
を
与
え
て
い
た
が
、
先
を
争

っ
て
通
ろ
う
と
す
る
荒
く
れ
船
致
ど
も
は
、
そ
れ
に
し
た

が
う
者
は
い
な
か
っ
た
。

そ
の
な
か
に
あ
っ
て
江
川
ロ
で
最
も
不
利
な
の
は
曲
川

船
頭
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
猪
熊
の
鮭
漁
を
船
が
出
る
と
、

船
首
を
直
ち
に
若
松
の
方
へ
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
重
い
石
炭
船
を
百
八
十
度
方
向
転
換
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
日
本
海
海
戦
の
と
き
に
東
郷
平

八
郎
が
散
艦
隊
の
面
前
で
、
わ
が
艦
隊
を
百
八
十
度
方
向

転
換
し
た
の
と
同
様
で
、
そ
れ
に
は
機
敏
な
動
作
と
熟
練

を
必
要
と
し
た
。
い
う
な
れ
ば
本
川
船
と
西
川
船
の
列
ん

で
い
る
な
か
へ
、
曲
川
船
が
割
り
込
む
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
こ
で
ケ
ン
カ
の
お
こ
る
の
は
あ
た
り
前
で
、
し
か
も
江

川
を
通
る
本
川
船
頭
に
は
気
の
荒
い
芦
屋
の
船
頭
が
多
か

っ
た
。
そ
の
う
え
当
時
の
芦
屋
船
頭
は
、
船
が
遠
賀
川
を

く
だ
る
と
き
砂
浜
に
乗
り
あ
げ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
は

も

も

ひ

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ふ

ん

ど

し

か
の
船
頭
が
股
引
を
は
い
て
い
る
冬
で
も
揮
ひ
と
つ
で
い

た
が
、
こ
れ
が
ま
た
芦
屋
船
兢
衆
の
自
慢
で
も
あ
っ
た
。

そ
こ
で
ケ
ン
カ
の
発
端
と
は
…
…
。

す
も
う

当
時
、
古
賀
村
に
梅
ノ
川
と
い
う
宮
角
力
取
り
の
船
政

が
い
た
。
彼
は
角
力
を
と
る
だ
け
あ
っ
て
体
が
大
き
く
て

腕
力
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
大
の
酒
好
き
で
呑
む
と
気
が

荒
く
な
る
く
せ
が
あ
っ
た
。
そ
の
日
、
酒
を
呑
ん
で
石
炭

船
に
乗
り
込
ん
だ
梅
ノ
川
が
曲
川
か
ら
江
川
へ
出
た
と
き
、

潮
待
ち
を
し
て
い
た
芦
屋
船
頭
の
本
川
船
の
な
か
へ
突
き

込
ん
で
し
ま
っ
た
。
今
で
い
う
飲
酒
運
転
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
以
前
か
ら
本
川
船
頭
と
曲
川
船
頭
は
、
江
川
口
の
い

ざ
こ
ざ
で
仲
が
悪
か
っ
た
の
に
こ
の
あ
り
さ
ま
。
売
り

言
葉
に
買
い
言
葉
で
ケ
ン
カ
と
な
り
、
な
に
を
と
ば
か
り

に
、
梅
ノ
川
の
船
に
乗
り
込
ん
で
き
た
四
人
の
芦
屋
船
頚

を
、
怪
力
の
梅
ノ
川
が
四
人
と
も
川
の
な
か
へ
投
げ
込
ん

で
し
ま
っ
た
。

さ
あ
、
お
さ
ま
ら
な
い
の
が
芦
屋
船
頭
衆
で
あ
る
。
た

と
ば

だ
ち
に
苫
か
ら
ド
ス
（
刀
類
）
を
持
ち
出
し
て
抜
き
身
を

か
ざ
す
者
、
木
刀
を
持
ち
出
す
者
、
こ
れ
を
み
た
梅
ノ
川

が
た
だ
ち
に
自
分
の
船
を
芦
屋
の
船
か
ら
突
き
離
し
た
。

と
同
時
に
、
梅
ノ
川
の
仲
間
が
、
こ
れ
も
ド
ス
や
木
刀

を
ひ
っ
さ
げ
て
、
ド
ヤ
ド
ヤ
と
梅
ノ
川
の
船
へ
乗
り
込
ん

で
き
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

（
文
）
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